
 News Release 

・本システムは、情報処理振興事業協会(IPA／現在、独立行政法人 情報処理推進機構に改組) 2002 年度「重点領域情報技術開発

事業」“MAC アドレスを用いたネットワーク利用者の不正通信検出システムの開発”の成果をもとに製品化が行われています。 

・本システムには、文部科学省の仙台地域知的クラスター創成事業の成果が活用されています。 

・すべての名称ならびに製品についての商標は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 
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株式会社サイバー・ソリューションズ（以下、CySols社）（代表取締役社長：キニ グレン マンスフィー

ルド）と、日立電線ネットワークス株式会社（以下、HCNET社）（代表取締役社長：菊地原 宏）は、丸

紅情報システムズ株式会社（以下、MSYS社）（代表取締役社長：小川 和夫）の起案により、新しい検疫

の仕組みとしてCySols社製不正接続端末検出・通信遮断システム「NetSkateKoban®」と、HCNET社製の検疫

ネットワークアプライアンス「QuOLA@Adapter®」を連携する「QuOLA連携モジュール」を開発し2012年2月 

1日にリリースします。 

 

本モジュールにより連携したシステムでは、企業内LANに接続したPC・サーバ・スマートフォン・タブ

レット等の端末MACアドレス情報と、セキュリティ検査（検疫）情報による複合的な接続認証が可能とな

り、ウイルス感染、情報漏えい、不正アクセス等のより強力な防止策として活用できます。 

 

NetSkateKoban®の確実な不正端末の検知/遮断機能と、QuOLA@Adeapter®の詳細なセキュリティ検査機能

とのシンプル、且つシームレスな連携により簡単に強固なセキュリティ対策を構築することが可能です。 

また、NetSkateKoban®は詳細なネットワーク接続監視/可視化を行いますので、万一、ポリシー違反端末

を検知した場合、その端末の遮断と同時に接続先特定や過去の接続実態を視覚的に確認できます。 

 

 

■QuOLA連携モジュール 

 

 ・NetSkateKoban®のモジュールとしてセットアップ 

 ・端末接続時のQuOLA@Adapter®への通信強制誘導 

 ・QuOLA@Adapter®からの検疫完了による誘導解除指示を受け、端末のネットワーク利用を許可 

 

■NetSkateKoban®－QuOLA@Adapter®連携の特長 

 

・MACアドレス認証と端末セキュリティ検疫の両機能を統合し、従来よりも高いセキュリティレベルで 

の接続認証を実現 

・検疫ネットワークアプライアンスと不正接続端末検出・通信遮断システムそれぞれの管理情報を連携 

 し一元管理が可能 

 

■動作概要 

 

端末の接続を検知すると、検知した端末の通信を全てQuOLA@Adapter®へ誘導して検疫を実施させます。

そして、検疫が完了し、かつ事前に接続を許可した端末のみ遮断と誘導を解除しネットワーク利用を可能

とします。なお、通信を許可していない端末はネットワークの通信を始めることができません。 

また、一時的利用のために限定した通信を許可する設定も可能です。 
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■株式会社サイバー・ソリューションズについて 

 

インターネットの技術革新を目指す会社です。大学や各研究機関、そしてインターネットコミュニティとの連携に

より、ネットワークオペレーションにおけるマネージメント、アドミニストレーションとセキュリティ管理の研究、開発をお

こなっています。私たちが新しく開発した技術は、インターネットの標準規格へと結びつきます。私たちの目標は、

自動化の技術や技術革新そして創造的なイマジネーションのブレンドによって、インターネットを毎日の生活で容

易にそしてシンプルに扱えるようにすることです。 

NetSkateKoban®は不正 PC の社内ネットワークへの接続を検出し、遮断、排除します。さらにメールの配送記録

やファイルのコピー監視、インテリジェントスイッチのポート単位のトラフィック表示など多彩なオプション機能を用意

しています。http://www.cysols.com/ 

株式会社サイバー・ソリューションズ 

代表取締役社長 キニ グレン マンスフィールド 

 

■日立電線ネットワークス株式会社について 

 

ネットワーク構築で実績を持つ、日立電線のインテグレーション事業と、コンピュータシステム設計、ソフトウエア

開発、保守・運用などで実績を持つハイデックシステムズ。20 数年の経験とノウハウを培った２つの技術サービスを

１つの力に融合することで、「ネットワーク」、「セキュリティ」、「ビジュアルコミュニケーション」、「トータルマネジメント

サービス」のフィールドで、業界トップクラスのトータルネットワークソリューションを、ワンストップで提供することが可

能となりました。ビジネススタイルに合わせた個々のニーズに、フレキシブルな発想と高品質なサービスでお応えし、

これまで以上の最適なソリューションをみなさまにお届けいたします。 

QuOLA @Adapter®は、クライアントにソフトウエアが不要な検疫アプライアンスサーバになります。Windows のみなら

ず Mac OS/Linux クライアント検疫にも対応しており、2011 年 11 月にリリースした新バージョンでは、Android/iOS な

どスマートデバイスの OS 自動認識も可能となりました。ユーザフレンドリな GUI 管理画面を備え、大学及び大規模

企業等多くの導入実績を誇る自社開発のソリューションとなります。http://www.hitachi-cnet.com/ 

日立電線ネットワークス株式会社 

代表取締役社長 菊地原 宏 

 

■丸紅情報システムズ株式会社について 

 

最先端 IT を駆使した付加価値の高いソリューションやサービスを、お客様視点で提供するソリューションプロバ

イダです。製造・流通・サービス・小売・金融業を中心とする様々な業界の知見と高度な提案力、コンサルティング

からシステム設計・構築、運用・保守サービスまでをワンストップで提供する総合力、そして、グローバルな視点から

お客様の差別化に貢献する最先端技術が私たちの強みです。エンタープライズソリューション、製造ソリューション、

プラットフォーム＆ネットワーク、データセンターを軸とするビジネスサービスの 4 つの事業展開でお客様のビジネ

スを支援します。http://www.marubeni-sys.com/ 

丸紅情報システムズ株式会社 

代表取締役社長 小川 和夫 
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≪本ニュースリリースに関するお問合せ先≫ 

 株式会社サイバー・ソリューションズ 

 本社： 〒989-3204 仙台市青葉区南吉成 6-6-3 ICR ビル 

 TEL： 022-303-4012 FAX：  022-303-4015 URL：  http://www.cysols.com/ 

 MaIl： netskate-info@cysol.co.jp  広報担当：  亀和田 
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